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さんぽ 64.9％（37名） 15.8％（ 9名）
エーデルワイス 1.8％（ 1名） 93.0％（53名）
いつも何度でも 22.8％（10名） 80.7％（46名）
実践に際しては，まず，とりあえず動作をつけながら歌ってみて，違和感がある場合には無
理に行わないようにすることが重要である。さらに，楽曲によって，適合する動作があること
を理解し，実践しながら使い分けることが望ましいといえる。なお，まずは合唱自体が歌える
ようにすることを，動作をつけることに先立って行うことが望ましいと考える。これは，Ⅱ/
1で触れた，子どもたちの体が音楽に乗って自然に揺れるという形や，歌唱に対してプラス
の作用をもたらすための前提となると考えられるからである。
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